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区
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区
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。

の
関
係
図
面
は
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平
成
十
八
年
三

て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
二
十
八
日

路
の
種
類

県
道

線

名

光
柳
井
線

路
の
区
域

町
村
名

施
行
地
区

市

上
げ
地
区

町

千
人
塚
地
区

口
県
告
示
第
百
八
十
一
号

路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百

山
口
県
地
域
振
興
部
地
域
政
策
課

口
県
告
示
第
百
八
十
号

地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

村
が
行
う
土
地
改
良
事
業
の
施
行

平
成
十
八
年
三
月
二
十
八
日

変
更
の
要
旨

山
口
県
土
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利
用
基
本
計
画
図

変
更
に
係
る
市
町
の
区
域

下
関
市
、
山
口
市
、
萩
市
及
び

変
更
の
詳
細

縦
覧
に
供
す
る
変
更
後
の
山
口

縦
覧
の
場
所

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延（
メ

月
二
十
八
日
か
ら
一
月
間
山
口

山
口
県
知

事
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の
種
類

た
め
池
の
整
備

か
ん
が
い
排
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八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

及
び
関
係
市
役
所

第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
六
条

に
つ
い
て
次
の
と
お
り
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意
し

山
口
県
知

の
う
ち
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都
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地
域
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岩
国
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域

県
土
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計
画
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と

長

ー
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）
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部
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課
に

事

二
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成
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年

月
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七

〃

〃

〃
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り
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の
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お
り
道
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二
第
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定
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よ
り
、

た
。

事

二

井

関
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地
域
の
一
部
を
変
更
し
た
。

お
り

路
線
名

供

用

路
線
名

供

用

県

道

光
柳
井
線

光
市
光
井
三
丁
目
二

同
市
光
井
四
丁
目
一

山
口
県
告
示
第
百
八
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
十

お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る

平
成
十
八
年
三
月
二
十
八

路

線

名

徳
山
下
松

道
路
の
区
域

区
周
南
市
横
浜
町
八
の
三
地
先
か
ら

同
市

同
町
四
七
八
の
三
地
先
ま
で

光
市
光
井
三
丁
目
二
〇
五
九
の
一
地

ら同
市
光
井
四
丁
目
一
九
八
一
の
二
地

で
道
路
の
種
類

県
道

開

始

の

区 山
口

開

始

の

区

〇
五
九
の
一
地
先
か
ら

九
八
一
の
二
地
先
ま
で

律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二

八
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
一
月
間

。日 線間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

旧

最
狭

一
二
・
三

最
広

一
七
・
六

新

最
狭

一
四
・
九

最
広

二
〇
・
四

先
か

旧

最
狭

九
・
七

最
広

一
五
・
〇

先
ま

新

最
狭

一
〇
・
六

最
広

三
〇
・
〇

三

間

供
用
開
始
の
期
日

県
知
事

二

井

関

成

間

供
用
開
始
の
期
日

平
成
十
八
年
三
月
二

十
九
日

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

一
四
六
・
〇

一
四
六
・
〇

道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

三
五
六
・
〇

三
五
六
・
〇

道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

道に



平

の

成 年 月 日 火曜日

新丸二町三西山町山

山 口

四
町筋一丁丁町

（定期）県 報

一二三

第 号

県徳山
都

計
画

田
中
央
町
、
山
の
田
東
町
、
山
の

地
町
五
丁
目
、
豊
前
田
町
一
丁
目

山
町
二
丁
目
、
丸
山
町
三
丁
目
、

丁
目
、
本
町
一
丁
目
、
本
町
二
丁

二
丁
目
、
春
日
町
、
新
地
町
、
中

丁
目
、
竹
崎
町
四
丁
目
、
今
浦
町

観
音
町
、
東
観
音
町
、
上
条
町
、

手
町
、
栄
町
、
元
町
、
向
洋
町
一

、
後
田
町
一
丁
目
、
後
田
町
二
丁

町
、
大
坪
本
町
、
汐
入
町
、
金
比

事
業
地

下
関
市
田
中
町
、
南
部
町
、
観
音

二
丁
目
、
細
江
町
三
丁
目
、
細

ヶ
浜
町
、
南
大
坪
町
、
西
大
坪
町

丁
目
、
長
崎
本
町
、
長
門
町
、
伊

目
、
貴
船
町
三
丁
目
、
貴
船
町
四

目
、
上
田
中
町
四
丁
目
、
上
田
中

八
丁
目
、
上
新
地
町
一
丁
目
、
上

平
成
十
八
年
三
月
二
十
八
日

施
行
者
の
名
称

下
関
市

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

下
関
都
市
計
画
下
水
道
事
業
下
関

事
業
施
行
期
間

昭
和
三
十
三
年
七
月
二
十
四
日
か

道

山
下
松
線

周
南
市
横
浜
町
八
の
三
地

同
市

同
町
四
七
八
の
三

口
県
告
示
第
百
八
十
三
号

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律

下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更

田
西
町
、
山
の
田
北
町
、
山
の

、
豊
前
田
町
二
丁
目
、
豊
前
田

丸
山
町
四
丁
目
、
丸
山
町
五
丁

目
、
本
町
三
丁
目
、
山
の
口
町

央
町
、
笹
山
町
、
竹
崎
町
一
丁

、
新
地
西
町
、
大
和
町
一
丁
目

神
田
町
一
丁
目
、
神
田
町
二
丁

丁
目
、
向
洋
町
二
丁
目
、
向
洋

目
、
後
田
町
三
丁
目
、
後
田
町

羅
町
、
武
久
町
一
丁
目
、
武
久

崎
町
、
岬
之
町
、
入
江
町
、
名

江
新
町
、
西
入
江
町
、
幸
町
、
桜

、
関
西
町
、
関
西
本
町
、
長
崎

崎
町
一
丁
目
、
伊
崎
町
二
丁
目

丁
目
、
上
田
中
町
一
丁
目
、
上

町
五
丁
目
、
上
田
中
町
六
丁
目

新
地
町
二
丁
目
、
上
新
地
町
三

山
口
県
知

市
公
共
下
水
道

ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一

先
か
ら

地
先
ま
で

第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項

を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

田
南
町
、
大
学
町
一
丁
目
、
大

町
三
丁
目
、
丸
山
町
一
丁
目
、

目
、
宮
田
町
一
丁
目
、
宮
田
町

、
東
大
和
町
一
丁
目
、
東
大
和

目
、
竹
崎
町
二
丁
目
、
竹
崎
町

、
大
和
町
二
丁
目
、
赤
間
町
、

目
、
西
神
田
町
、
東
神
田
町
、

町
三
丁
目
、
向
山
町
、
東
向
山

四
丁
目
、
後
田
町
五
丁
目
、
羽

町
二
丁
目
、
山
の
田
本
町
、
山

池
町
、
細
江
町
一
丁
目
、
細
江

山
町
、
大
平
町
、
筋
川
町
、

新
町
、
長
崎
中
央
町
、
長
崎
町

、
貴
船
町
一
丁
目
、
貴
船
町
二

田
中
町
二
丁
目
、
上
田
中
町
三

、
上
田
中
町
七
丁
目
、
上
田
中

丁
目
、
上
新
地
町
四
丁
目
、
上

事

二

井

関

成

日
ま
で

平
成
十
八
年
三
月
二

十
九
日

の
規
定
に
基
づ
き
、
下
関
都
市

目
、
清
末
鞍
馬
五
丁
目
、
清

千
房
三
丁
目
、
王
司
神
田
一

町
三
丁
目
、
熊
野
西
町
、
稗

田
、
大
字
有
富
、
大
字
石
原

町
、
長
府
中
尾
町
、
長
府
中

長
府
豊
城
町
、
長
府
前
八
幡

松
小
田
本
町
、
長
府
松
小
田

長
府
松
小
田
南
町
、
長
府
三

清
末
中
町
一
丁
目
、
清
末
中

目
、
清
末
本
町
、
清
末
鞍
馬

目
、
新
垢
田
東
町
一
丁
目
、

新
垢
田
西
町
三
丁
目
、
新
垢

田
南
町
三
丁
目
、
新
垢
田
北

木
本
町
二
丁
目
、
綾
羅
木
本

町
六
丁
目
、
綾
羅
木
本
町
七

丁
目
、
綾
羅
木
南
町
二
丁
目

二
丁
目
、
川
中
豊
町
一
丁
目

豊
町
五
丁
目
、
川
中
豊
町
六

浦
町
四
丁
目
、
彦
島
江
の
浦

江
の
浦
町
八
丁
目
、
彦
島
江

子
待
町
二
丁
目
、
彦
島
弟
子

島
塩
浜
町
一
丁
目
、
彦
島
塩

田
町
一
丁
目
、
彦
島
杉
田
町

三
丁
目
、
彦
島
角
倉
町
一
丁

目
、
彦
島
緑
町
、
彦
島
向
井

町
二
丁
目
、
垢
田
町
一
丁
目

学
町
二
丁
目
、
大
学
町
三
丁

町
、
生
野
町
一
丁
目
、
生
野

島
海
士
郷
町
、
彦
島
老
町
一

目
、
彦
島
本
村
町
二
丁
目
、

彦
島
本
村
町
六
丁
目
、
彦
島

三
丁
目
、
彦
島
迫
町
四
丁
目

西
山
町
一
丁
目
、
彦
島
西
山

子
島
町
、
彦
島
江
の
浦
町
一

末
陣
屋
、
清
末
大
門
、
清
末
千
房

丁
目
、
王
司
神
田
二
丁
目
、
王
司

田
町
、
稗
田
中
町
、
稗
田
北
町
、

、
長
府
古
城
町
、
長
府
四
王
司
町

土
居
本
町
、
長
府
中
土
居
北
町
、

町
、
長
府
八
幡
町
、
長
府
印
内
町

中
町
、
長
府
松
小
田
東
町
、
長
府

島
町
、
長
府
才
川
一
丁
目
、
長
府

町
二
丁
目
、
清
末
西
町
一
丁
目
、

一
丁
目
、
清
末
鞍
馬
二
丁
目
、
清

新
垢
田
東
町
二
丁
目
、
新
垢
田
西

田
西
町
四
丁
目
、
新
垢
田
南
町
一

町
、
古
屋
町
一
丁
目
、
古
屋
町
二

町
三
丁
目
、
綾
羅
木
本
町
四
丁
目

丁
目
、
綾
羅
木
本
町
八
丁
目
、
綾

、
綾
羅
木
南
町
三
丁
目
、
川
中
本

、
川
中
豊
町
二
丁
目
、
川
中
豊
町

丁
目
、
川
中
豊
町
七
丁
目
、
熊
野

町
五
丁
目
、
彦
島
江
の
浦
町
六
丁

の
浦
町
九
丁
目
、
彦
島
桜
ヶ
丘
町

待
町
三
丁
目
、
彦
島
田
の
首
町
一

浜
町
二
丁
目
、
彦
島
塩
浜
町
三
丁

二
丁
目
、
彦
島
福
浦
町
一
丁
目
、

目
、
彦
島
角
倉
町
二
丁
目
、
彦
島

町
一
丁
目
、
彦
島
向
井
町
二
丁
目

、
垢
田
町
二
丁
目
、
垢
田
町
三
丁

目
、
大
学
町
四
丁
目
、
大
学
町
五

町
二
丁
目
、
幡
生
町
一
丁
目
、
幡

丁
目
、
彦
島
老
町
二
丁
目
、
彦
島

彦
島
本
村
町
三
丁
目
、
彦
島
本
村

本
村
町
七
丁
目
、
彦
島
迫
町
一
丁

、
彦
島
迫
町
五
丁
目
、
彦
島
迫
町

町
二
丁
目
、
彦
島
西
山
町
三
丁
目

丁
目
、
彦
島
江
の
浦
町
二
丁
目
、

一
丁
目
、
清
末
千
房
二
丁
目
、
清

神
田
三
丁
目
、
王
司
神
田
五
丁
目

稗
田
南
町
、
稗
田
西
町
、
大
字

、
長
府
新
四
王
司
町
、
長
府
豊

長
府
中
六
波
町
、
長
府
日
の
出
町

、
長
府
港
町
、
長
府
江
下
町
、
長

松
小
田
西
町
、
長
府
松
小
田
北
町

才
川
二
丁
目
、
清
末
五
毛
一
丁
目

清
末
西
町
二
丁
目
、
清
末
西
町
三

末
鞍
馬
三
丁
目
、
清
末
鞍
馬
四

町
一
丁
目
、
新
垢
田
西
町
二
丁
目

丁
目
、
新
垢
田
南
町
二
丁
目
、
新

丁
目
、
綾
羅
木
本
町
一
丁
目
、
綾

、
綾
羅
木
本
町
五
丁
目
、
綾
羅
木

羅
木
本
町
九
丁
目
、
綾
羅
木
南
町

町
、
川
中
本
町
一
丁
目
、
川
中
本

三
丁
目
、
川
中
豊
町
四
丁
目
、
川

町
一
丁
目
、
熊
野
町
二
丁
目
、
熊

目
、
彦
島
江
の
浦
町
七
丁
目
、
彦

、
彦
島
弟
子
待
町
一
丁
目
、
彦
島

丁
目
、
彦
島
田
の
首
町
二
丁
目
、

目
、
彦
島
塩
浜
町
四
丁
目
、
彦
島

彦
島
福
浦
町
二
丁
目
、
彦
島
福
浦

角
倉
町
三
丁
目
、
彦
島
角
倉
町
四

、
彦
島
山
中
町
一
丁
目
、
彦
島
山

目
、
垢
田
町
四
丁
目
、
垢
田
町
五

丁
目
、
幡
生
本
町
、
幡
生
宮
の

生
町
二
丁
目
、
三
河
町
、
宝
町
、

老
町
三
丁
目
、
彦
島
本
村
町
一

町
四
丁
目
、
彦
島
本
村
町
五
丁
目

目
、
彦
島
迫
町
二
丁
目
、
彦
島
迫

六
丁
目
、
彦
島
迫
町
七
丁
目
、
彦

、
彦
島
西
山
町
四
丁
目
、
彦
島
竹

彦
島
江
の
浦
町
三
丁
目
、
彦
島
江

四

末、 垢浦、府、、丁丁 、垢羅本一町中野 島弟彦杉町丁中丁 下彦丁、町島ノの



平成

島宮楠

年 月 日 火曜日

阿も目根町久前弟

山 口 県

目町目町任前町目

（定期）報

一梶寺長町宮長町

第 号

王目四一目丁目
西
山
町
五
丁
目
、
形
山
町
、
秋
根

東
町
二
丁
目
、
一
の
宮
東
町
三
丁

乃
五
丁
目
、
長
府
黒
門
町
、
王
司

弥
陀
寺
町
、
あ
る
か
ぽ
ー
と
、
卸

す
そ
川
町
、
壇
之
浦
町
、
藤
ヶ
谷

、
一
の
宮
住
吉
三
丁
目
、
一
の
宮

東
町
、
形
山
み
ど
り
町
、
秋
根
上

二
丁
目
、
勝
谷
新
町
三
丁
目
、
勝

留
米
町
、
長
府
浜
浦
町
、
長
府
浜

田
、
前
田
一
丁
目
、
前
田
二
丁
目

子
待
東
町
、
大
字
伊
倉
、
大
字
宇

、
小
月
茶
屋
三
丁
目
、
小
月
駅
前

、
小
月
小
島
一
丁
目
、
小
月
小

、
小
月
杉
迫
三
丁
目
、
小
月
高

、
椋
野
町
三
丁
目
、
富
任
町
一
丁

町
五
丁
目
、
富
任
町
六
丁
目
、
富

二
丁
目
、
安
岡
本
町
一
丁
目
、
安

二
丁
目
、
安
岡
町
三
丁
目
、
安
岡

、
横
野
町
一
丁
目
、
横
野
町
二
丁

丁
目
、
綾
羅
木
新
町
二
丁
目
、
綾

栗
町
二
丁
目
、
梶
栗
町
三
丁
目
、

一
丁
目
、
長
府
安
養
寺
二
丁
目
、

府
亀
の
甲
一
丁
目
、
長
府
亀
の
甲

、
長
府
惣
社
町
、
長
府
珠
の
浦
町

の
内
町
、
長
府
黒
門
南
町
、
長
府

府
宮
崎
町
、
長
府
侍
町
一
丁
目
、

、
長
府
土
居
の
内
町
、
長
府
中

司
神
田
六
丁
目
、
王
司
川
端
一
丁

、
王
司
上
町
五
丁
目
、
王
司
本
町

丁
目
、
王
司
本
町
五
丁
目
、
王
司

丁
目
、
乃
木
浜
二
丁
目
、
乃
木

、
伊
倉
東
町
、
伊
倉
本
町
、
秋
根

目
、
秋
根
本
町
二
丁
目
、
秋
根
北

、
一
の
宮
町
三
丁
目
、
一
の
宮
町

上
町
一
丁
目
、
一
の
宮
住
吉
一

目
、
東
勝
谷
、
楠
乃
二
丁
目
、

上
町
二
丁
目
、
王
司
川
端
二
丁

新
町
、
椋
野
町
一
丁
目
、
椋
野

町
、
椋
野
上
町
、
大
字
椋
野
、

本
町
一
丁
目
、
一
の
宮
本
町
二

町
二
丁
目
、
秋
根
上
町
三
丁
目

谷
新
町
四
丁
目
、
前
勝
谷
町
、

浦
南
町
、
長
府
向
田
町
、
長
府

、
長
府
満
珠
町
、
長
府
満
珠
新

部
、
千
鳥
ヶ
丘
町
、
長
府
浜
浦

一
丁
目
、
小
月
本
町
一
丁
目
、

島
二
丁
目
、
小
月
幸
町
、
小
月
杉

雄
町
、
小
月
西
の
台
、
小
月
京
泊

目
、
富
任
町
二
丁
目
、
富
任
町

任
町
七
丁
目
、
富
任
町
八
丁
目

岡
本
町
二
丁
目
、
安
岡
本
町
三

町
四
丁
目
、
安
岡
町
五
丁
目
、

目
、
横
野
町
三
丁
目
、
横
野
町

羅
木
新
町
三
丁
目
、
綾
羅
木
新

梶
栗
町
四
丁
目
、
梶
栗
町
五
丁

長
府
安
養
寺
三
丁
目
、
長
府
安

二
丁
目
、
長
府
川
端
一
丁
目
、

、
長
府
羽
衣
町
、
長
府
羽
衣
南

外
浦
町
、
長
府
黒
門
東
町
、
長

長
府
侍
町
二
丁
目
、
長
府
東
侍

之
町
、
長
府
金
屋
浜
町
、
小
月
茶

目
、
王
司
上
町
一
丁
目
、
王
司

一
丁
目
、
王
司
本
町
二
丁
目
、

本
町
六
丁
目
、
王
司
南
町
、
亀

浜
三
丁
目
、
伊
倉
町
一
丁
目
、
伊

新
町
、
秋
根
西
町
一
丁
目
、
秋

町
、
秋
根
南
町
一
丁
目
、
一
の

四
丁
目
、
一
の
宮
町
五
丁
目
、

丁
目
、
一
の
宮
卸
本
町
、
一
の

楠
乃
三
丁
目
、
楠
乃
四
丁
目
、

目
、
小
月
南
町
、
王
喜
本
町
二

町
二
丁
目
、
本
町
四
丁
目
、
み

大
字
楠
乃
、
一
の
宮
住
吉
二
丁

丁
目
、
秋
根
南
町
二
丁
目
、
秋

、
勝
谷
新
町
一
丁
目
、
勝
谷
新

一
の
宮
東
町
一
丁
目
、
長
府
野

高
場
町
、
大
字
豊
浦
村
、
大
字

町
、
藤
附
町
、
中
之
町
、
彦
島

西
町
、
彦
島
老
の
山
公
園
、
彦

小
月
本
町
二
丁
目
、
小
月
公
園

迫
一
丁
目
、
小
月
杉
迫
二
丁

、
小
月
市
原
町
、
小
月
宮
の

三
丁
目
、
富
任
町
四
丁
目
、
富

、
安
岡
駅
前
一
丁
目
、
安
岡
駅

丁
目
、
安
岡
町
一
丁
目
、
安
岡

安
岡
町
六
丁
目
、
安
岡
町
七
丁

四
丁
目
、
石
神
町
、
唐
戸
町
、

町
四
丁
目
、
梶
栗
町
一
丁
目
、

目
、
長
府
逢
坂
町
、
長
府
安
養

養
寺
四
丁
目
、
長
府
金
屋
町
、

長
府
川
端
二
丁
目
、
長
府
紺
屋

町
、
長
府
古
江
小
路
町
、
長
府

府
新
松
原
町
、
長
府
松
原
町
、

町
、
長
府
南
之
町
、
長
府
中
浜

屋
一
丁
目
、
小
月
茶
屋
二
丁

上
町
三
丁
目
、
王
司
上
町
四
丁

王
司
本
町
三
丁
目
、
王
司
本
町

浜
町
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
、
乃
木
浜

倉
町
二
丁
目
、
伊
倉
町
三
丁

根
西
町
二
丁
目
、
秋
根
本
町
一

宮
町
一
丁
目
、
一
の
宮
町
二
丁

一
の
宮
学
園
町
、
綾
羅
木
新
町

丁
目
、
瑞
穂
町
一
丁
目
、
瑞

潮
音
町
二
丁
目
、
潮
音
町
三

平
町
二
丁
目
、
青
柳
一
丁
目

目
、
古
川
町
一
丁
目
、
古
川

目
、
栄
町
二
丁
目
、
栄
町
三

中
市
、
中
央
町
、

ノ
上
、

目
、
生
野
屋
五
丁
目
、
生
野

丁
目
、
生
野
屋
西
二
丁
目
、

丁
目
、
南
花
岡
三
丁
目
、
南

美
里
町
一
丁
目
、
美
里
町
二

二
丁
目
、
清
瀬
町
三
丁
目
、

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及

周
南
都
市
計
画
下
水
道
事

三

事
業
施
行
期
間

昭
和
四
十
六
年
十
月
二
十

四

事
業
地

下
松
市
東
陽
一
丁
目
、
東

目
、
東
陽
七
丁
目
、
葉
山
一

旗
岡
一
丁
目
、
旗
岡
二
丁
目

山
口
県
告
示
第
百
八
十
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三

計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画

平
成
十
八
年
三
月
二
十
八

一

施
行
者
の
名
称

下
松
市

丁
目
、
王
喜
本
町
三
丁
目
、

南
町
三
丁
目
、
松
屋
上
町
一

松
屋
本
町
二
丁
目
、
松
屋
本

二
丁
目
、
大
字
綾
羅
木
、
大

字
才
川
及
び
大
字
小
月
町

穂
町
二
丁
目
、
瑞
穂
町
三
丁
目
、

丁
目
、
潮
音
町
四
丁
目
、
潮
音
町

、
青
柳
二
丁
目
、
大
手
町
一
丁
目

町
二
丁
目
、
古
川
町
三
丁
目
、
古

丁
目
、
東
柳
一
丁
目
、
東
柳
二
丁

生
野
屋
一
丁
目
、
生
野
屋
二
丁
目

屋
南
一
丁
目
、
生
野
屋
南
二
丁
目

生
野
屋
西
三
丁
目
、
生
野
屋
西
四

花
岡
四
丁
目
、
南
花
岡
五
丁
目
、

丁
目
、
美
里
町
三
丁
目
、
美
里
町

望
町
一
丁
目
、
望
町
二
丁
目
、
望

び
名
称

業
下
松
市
公
共
下
水
道

九
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三

陽
二
丁
目
、
東
陽
三
丁
目
、
東
陽

丁
目
、
葉
山
二
丁
目
、
若
宮
町
、

、
旗
岡
三
丁
目
、
旗
岡
四
丁
目
、

年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た

日

山
口

王
喜
本
町
四
丁
目
、
王
喜
本
町
五

丁
目
、
松
屋
上
町
二
丁
目
、
松
屋

町
三
丁
目
、
松
屋
東
町
二
丁
目
、

字
田
倉
、
大
字
秋
根
、
大
字
勝
谷

五

瑞
穂
町
四
丁
目
、
潮
音
町
一
丁
目

五
丁
目
、
潮
音
町
六
丁
目
、
潮
音

、
大
手
町
二
丁
目
、
大
手
町
三

川
町
四
丁
目
、
北
斗
町
、
栄
町
一

目
、
西
柳
一
丁
目
、
西
柳
二
丁
目

、
生
野
屋
三
丁
目
、
生
野
屋
四

、
生
野
屋
南
三
丁
目
、
生
野
屋
西

丁
目
、
南
花
岡
一
丁
目
、
南
花
岡

南
花
岡
六
丁
目
、
南
花
岡
七
丁
目

四
丁
目
、
清
瀬
町
一
丁
目
、
清
瀬

町
三
丁
目
、
望
町
四
丁
目
、
望
町

十
一
日
ま
で

四
丁
目
、
東
陽
五
丁
目
、
東
陽
六

昭
和
町
一
丁
目
、
昭
和
町
二
丁
目

旗
岡
五
丁
目
、
琴
平
町
一
丁
目
、

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
周
南
都

。県
知
事

二

井

関

成

丁
目
、
王
喜
本
町
六
丁
目
、
木
屋

上
町
三
丁
目
、
松
屋
本
町
一
丁
目

田
倉
御
殿
町
一
丁
目
、
田
倉
御
殿

、
大
字
藤
ヶ
谷
、
大
字
松
小
田
、

、町 丁丁、丁一二、町五 丁、琴 市 川、町大
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七末
一二

事
業
施
行
期
間

、
花
園
二
丁
目
、
宝
町
、
丸
山
町

、
虹
ヶ
丘
四
丁
目
、
虹
ヶ
丘
五
丁

江施
行
者
の
名
称

周
南
市

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

周
南
都
市
計
画
下
水
道
事
業
周
南

井
五
丁
目
、
光
井
六
丁
目
、
光
井

田
二
丁
目
、
上
島
田
三
丁
目
、
上

目
、
中
島
田
一
丁
目
、
中
島
田
二

丁
目
、
三
井
一
丁
目
、
三
井
二
丁

、
三
井
七
丁
目
、
三
井
八
丁
目
、

積
五
丁
目
、
室
積
六
丁
目
、
室
積

、
室
積
西
ノ
庄
、
室
積
沖
田
、
室

丁
目
、
室
積
新
開
二
丁
目
、
千

事
業
施
行
期
間

昭
和
五
十
三
年
二
月
二
十
八
日
か

事
業
地

光
市
島
田
一
丁
目
、
島
田
二
丁

、
島
田
七
丁
目
、
協
和
町
、
和

、
浅
江
三
丁
目
、
浅
江
四
丁
目

、
虹
ケ
浜
二
丁
目
、
虹
ケ
浜
三
丁

、
中
央
五
丁
目
、
中
央
六
丁
目
、

丁
目
、
潮
音
町
八
丁
目
、
桃
山
町

武
上
、
大
字
末
武
下
、
大
字
西
豊

施
行
者
の
名
称

光
市

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

周
南
都
市
計
画
下
水
道
事
業
光
市

、
中
村
町
、
虹
ヶ
丘
一
丁
目
、

目
、
虹
ヶ
丘
六
丁
目
、
虹
ヶ
丘

市
公
共
下
水
道

七
丁
目
、
光
井
八
丁
目
、
光
井

島
田
四
丁
目
、
上
島
田
五
丁
目

丁
目
、
中
島
田
三
丁
目
、
岩
狩

目
、
三
井
三
丁
目
、
三
井
四
丁

室
積
一
丁
目
、
室
積
二
丁
目
、

七
丁
目
、
室
積
八
丁
目
、
室
積

積
中
央
町
、
室
積
正
木
、
室
積

坊
台
一
丁
目
、
千
坊
台
二
丁
目
、

ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一

目
、
島
田
三
丁
目
、
島
田
四
丁
目

田
町
、
宮
ノ
下
町
、
木
園
一
丁
目

、
浅
江
五
丁
目
、
浅
江
六
丁
目
、

目
、
中
央
一
丁
目
、
中
央
二
丁

光
井
一
丁
目
、
光
井
二
丁
目
、

、
大
字
切
山
、
大
字
山
田
、
大

井
、
大
字
東
豊
井
、
大
字
末
武

流
域
関
連
公
共
下
水
道

虹
ヶ
丘
二
丁
目
、
虹
ヶ
丘
三
丁

七
丁
目
、
大
字
三
井
及
び
大
字

九
丁
目
、
上
島
田
一
丁
目
、
上

、
上
島
田
六
丁
目
、
上
島
田
七

一
丁
目
、
岩
狩
二
丁
目
、
岩
狩

目
、
三
井
五
丁
目
、
三
井
六
丁

室
積
三
丁
目
、
室
積
四
丁
目
、

東
ノ
庄
、
室
積
神
田
、
室
積
市

松
原
、
室
積
大
町
、
室
積
新
開

千
坊
台
三
丁
目
、
花
園
一
丁

日
ま
で

、
島
田
五
丁
目
、
島
田
六
丁

、
浅
江
一
丁
目
、
浅
江
二
丁

浅
江
七
丁
目
、
虹
ケ
浜
一
丁

目
、
中
央
三
丁
目
、
中
央
四
丁

光
井
三
丁
目
、
光
井
四
丁
目
、

字
生
野
屋
、
大
字
河
内
、
大
字

中
、
大
字
平
田
及
び
大
字
来
巻

栄
町
二
丁
目
、
本
町
一
丁
目

町
三
丁
目
、
緑
町
一
丁
目
、

利
町
三
丁
目
、
桜
馬
場
通
一

端
町
二
丁
目
、
柳
町
、
橋
本

島
町
一
丁
目
、
飯
島
町
二
丁

目
、
若
宮
町
一
丁
目
、
若
宮

丁
目
、
み
な
み
銀
座
二
丁
目

児
玉
町
三
丁
目
、
岐
山
通
一

二
丁
目
、
月
丘
町
三
丁
目
、

目
、
代
々
木
通
一
丁
目
、
代

二
丁
目
、
大
神
三
丁
目
、
大

町
、
古
市
一
丁
目
、
古
市
二

二
丁
目
、
平
野
一
丁
目
、
平

丁
目
、
福
川
一
丁
目
、
福
川

町
、
新
地
町
、
西
桝
町
、
新

目
、
若
山
二
丁
目
、
室
尾
一

目
、
羽
島
三
丁
目
、
か
せ
河

目
、
三
番
町
一
丁
目
、
三
番

目
、
鼓
海
二
丁
目
、
鼓
海
三

町
、
築
港
町
、
晴
海
町
、
岡

一
丁
目
、
西
松
原
二
丁
目
、

丁
目
、
江
口
三
丁
目
、
南
浦

川
崎
二
丁
目
、
川
崎
三
丁
目

川
手
一
丁
目
、
川
手
二
丁
目

町
、
土
井
一
丁
目
、
土
井
二

桶
川
町
、
古
川
町
、
花
園
町

昭
和
三
十
二
年
四
月
一
日

四

事
業
地

周
南
市
城
ヶ
丘
一
丁
目
、

目
、
平
原
町
、
桜
木
一
丁
目

目
、
周
陽
三
丁
目
、
瀬
戸
見

目
、
遠
石
二
丁
目
、
遠
石
三

車
町
、
慶
万
町
、
河
東
町
、

秋
月
四
丁
目
、
大
内
町
、
楠

、
本
町
二
丁
目
、
有
楽
町
、
梅
園

緑
町
二
丁
目
、
緑
町
三
丁
目
、
今

丁
目
、
桜
馬
場
通
二
丁
目
、
桜
馬

町
一
丁
目
、
橋
本
町
二
丁
目
、
昭

目
、
糀
町
一
丁
目
、
糀
町
二
丁
目

町
二
丁
目
、
銀
南
街
、
銀
座
一
丁

、
新
町
一
丁
目
、
新
町
二
丁
目
、

丁
目
、
岐
山
通
二
丁
目
、
岐
山
通

月
丘
町
四
丁
目
、
弥
生
町
一
丁
目

々
木
通
二
丁
目
、
御
幸
通
一
丁
目

神
四
丁
目
、
大
神
五
丁
目
、
宮
の

丁
目
、
新
堤
町
、
坂
根
町
、
河
内

野
二
丁
目
、
浜
田
一
丁
目
、
港
町

二
丁
目
、
福
川
三
丁
目
、
社
地
町

田
一
丁
目
、
新
田
二
丁
目
、
上
迫

丁
目
、
室
尾
二
丁
目
、
開
成
町
、

原
町
、
長
田
町
、
二
番
町
一
丁
目

町
二
丁
目
、
三
番
町
三
丁
目
、
毛

丁
目
、
岐
南
町
、
花
畠
町
、

智

田
町
、
住
吉
町
、
原
宿
町
、
今
住

西
松
原
三
丁
目
、
西
松
原
四
丁
目

山
町
、
新
地
一
丁
目
、
新
地
二
丁

、
西
千
代
田
町
、
清
水
一
丁
目
、

、
椎
木
町
、
野
村
一
丁
目
、
野
村

丁
目
、
政
所
一
丁
目
、
政
所
二
丁

、
古
泉
一
丁
目
、
古
泉
二
丁
目
、

か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一

城
ヶ
丘
二
丁
目
、
城
ヶ
丘
三
丁
目

、
桜
木
二
丁
目
、
桜
木
三
丁
目
、

町
、
花
陽
一
丁
目
、
花
陽
二
丁
目

丁
目
、
若
草
町
、
青
山
町
、
東
山

速
玉
町
、
江
の
宮
町
、
秋
月
一
丁

木
一
丁
目
、
楠
木
二
丁
目
、
扇
町

町
一
丁
目
、
梅
園
町
二
丁
目
、
梅

宿
町
一
丁
目
、
今
宿
町
二
丁
目
、

場
通
三
丁
目
、
川
端
町
一
丁
目
、

和
通
一
丁
目
、
昭
和
通
二
丁
目
、

、
平
和
通
一
丁
目
、
平
和
通
二

目
、
銀
座
二
丁
目
、
み
な
み
銀
座

児
玉
町
一
丁
目
、
児
玉
町
二
丁
目

三
丁
目
、
月
丘
町
一
丁
目
、
月
丘

、
弥
生
町
二
丁
目
、
弥
生
町
三

、
御
幸
通
二
丁
目
、
栄
町
一
丁
目

前
一
丁
目
、
宮
の
前
二
丁
目
、
中

町
、
日
地
町
、
富
田
一
丁
目
、
富

、
丸
山
町
、
温
田
一
丁
目
、
温
田

、
福
川
南
町
、
皿
山
町
、
福
川
中

町
、
本
陣
町
、
御
姫
町
、
若
山
一

中
畷
町
、
羽
島
一
丁
目
、
羽
島
二

、
二
番
町
二
丁
目
、
二
番
町
三

利
町
一
丁
目
、
毛
利
町
二
丁
目
、

町
、
住
崎
町
、
鐘
楼
町
、
千
代

町
、
入
船
町
、
徳
山
港
町
、
西
松

、
権
現
町
、
江
口
一
丁
目
、
江
口

目
、
新
地
三
丁
目
、
川
崎
一
丁
目

清
水
二
丁
目
、
道
源
町
、
三
笹
町

二
丁
目
、
野
村
三
丁
目
、
野
村

目
、
政
所
三
丁
目
、
政
所
四
丁
目

古
泉
三
丁
目
、
大
神
一
丁
目
、
大

日
ま
で

、
城
ヶ
丘
四
丁
目
、
城
ヶ
丘
五

孝
田
町
、
周
陽
一
丁
目
、
周
陽
二

、
五
月
町
、
横
浜
町
、
遠
石
一

町
、
松
保
町
、
清
水
町
、
辻
町
、

目
、
秋
月
二
丁
目
、
秋
月
三
丁
目

、
泉
原
町
、
上
遠
石
町
、
鼓
海
一

六

園今 川飯丁一、町丁、 央田二市丁丁丁毛 田原二、、南、神 丁丁丁舞、丁



平成

一

年 月 日 火曜日

山
山

市
公そ

お
い

山 口 県

一二三四

（定期）報

山
都

計
画

第 号

宿丁一町目字川
都
市
公
園
の
名
称

口
県
告
示
第
百
八
十
六
号

口
県
立
都
市
公
園
条
例
（
昭
和
四

園
の
区
域
を
次
の
と
お
り
変
更
し

の
関
係
図
書
は
、
平
成
十
八
年
三

て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
二
十
八
日

施
行
者
の
名
称

光
市

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

大
和
都
市
計
画
下
水
道
事
業
光
市

事
業
施
行
期
間

昭
和
五
十
六
年
十
二
月
十
五
日
か

事
業
地

光
市
大
字
岩
田
、
大
字
三
輪
及
び

口
県
告
示
第
百
八
十
五
号

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律

下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更

平
成
十
八
年
三
月
二
十
八
日

町
三
丁
目
、
今
宿
町
四
丁
目
、
新

目
、
新
宿
通
五
丁
目
、
新
宿
通
六

丁
目
、
野
上
町
二
丁
目
、
都
町
一

二
丁
目
、
初
音
町
三
丁
目
、
相
生

、
沖
見
町
二
丁
目
、
沖
見
町
三
丁

大
島
、
大
字
上
村
、
大
字
下
上
、

山
口
県
知

十
八
年
山
口
県
条
例
第
三
号
）

、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら

月
二
十
八
日
か
ら
一
月
間
山
口

流
域
関
連
公
共
下
水
道

ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一

大
字
束
荷

第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項

を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

山
口
県
知

宿
通
一
丁
目
、
新
宿
通
二
丁
目

丁
目
、
戎
町
一
丁
目
、
戎
町
二

丁
目
、
都
町
二
丁
目
、
都
町
三

町
一
丁
目
、
相
生
町
二
丁
目
、

目
、
大
字
久
米
、
大
字
徳
山
、

大
字
夜
市
、
大
字
戸
田
、
大
字

事

二

井

関

成

第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
都

施
行
す
る
。

県
土
木
建
築
部
都
市
計
画
課
に

日
ま
で

の
規
定
に
基
づ
き
、
大
和
都
市

事

二

井

関

成

、
新
宿
通
三
丁
目
、
新
宿
通
四

丁
目
、
戎
町
三
丁
目
、
野
上
町

丁
目
、
初
音
町
一
丁
目
、
初
音

相
生
町
三
丁
目
、
沖
見
町
一
丁

大
字
栗
屋
、
大
字
櫛
ヶ
浜
、
大

湯
野
、
大
字
富
田
及
び
大
字
福

と
。

２

出
資
比
率
が
二
十
パ

共
同
企
業
体
の
代
表
者

二

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資

入
札
に
参
加
で
き
る
者
は

構
成
す
る
も
の
に
限
る
。
）

共
同
企
業
体
の
構
成
員

こ
と
。

１

建
設
業
法
（
昭
和
二

定
す
る
特
定
建
設
業
の

一

宇
部
都
市
計
画
道
路
一
・

工
第
一
工
区
）

工
事
場
所

宇
部
市
大

工
事
の
概
要

構

鋼
製
主
塔

山
口
県
告
示
第
百
八
十
七
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和

り
、
宇
部
都
市
計
画
道
路
一
・

工
第
一
工
区
）
の
契
約
に
係
る

件
と
す
る
資
格
（
以
下
「
経
営

加
資
格
の
審
査
の
申
請
の
時
期

平
成
十
八
年
三
月
二
十
八

片
添
ケ
浜
海
浜
公
園

二

都
市
公
園
の
位
置

大
島
郡
周
防
大
島
町

三

変
更
に
係
る
区
域

大
島
郡
周
防
大
島
町
大
字

ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
。

の
平
成
十
八
年
三
月
二
十
七
日
ま

格、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に

と
す
る
。

の
い
ず
れ
も
が
次
に
掲
げ
る
要
件

十
四
年
法
律
第
百
号
。
以
下
「
法

許
可
（
鋼
構
造
物
工
事
業
に
係
る

四
・
二
宇
部
湾
岸
線
栄
川
大
橋
（

字
小
串
字
沖
ノ
山
か
ら
同
市
大
字

造

二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百

四
・
二
宇
部
湾
岸
線
栄
川
大
橋
（

一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に

規
模
等
入
札
参
加
資
格
」
と
い
う

、
方
法
等
に
つ
い
て
次
の
と
お
り

日

山
口

平
野
字
上
花
草
の
一
部

七

で
に
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府

も
該
当
す
る
共
同
企
業
体
（
三
者

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
で
あ

」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
六
項
に

も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
て
い
る

仮
称
）
橋
り
ょ
う
整
備
工
事
（
上

藤
曲
字
昭
和
開
作
ま
で
の
間

数

量
一
基

六
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に

仮
称
）
橋
り
ょ
う
整
備
工
事
（
上

必
要
な
経
営
の
規
模
及
び
状
況
を

。
）
及
び
当
該
経
営
規
模
等
入
札

定
め
た
。

県
知
事

二

井

関

成

県 でる規こ 部 よ部要参



平成 年 月 日 火曜日

六
山

建
の
位そ

山 口

四

（定期）県 報 第 号

三

三
一

三
三
四
五
）
に
す
る
こ

口
県
告
示
第
百
八
十
八
号

築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

置
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

の
関
係
図
面
は
、
玖
珂
土
木
事
務

平
成
十
八
年
三
月
二
十
八
日

山
口
県
宇
部
小
野
田
湾
岸
道
路

申
請
書
等
の
提
出
期
間

随
時
と
す
る
。

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
の

審
査
終
了
後
、
経
営
規
模
等
入

適
合
通
知
書
を
発
送
す
る
。

そ
の
他

こ
の
審
査
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は

入
札
及
び
指
名
競
争
入
札
の
参
加

百
十
七
号
）
三
に
規
定
す
る
共
同

類
（
以
下
「
申
請
書
等
」
と
い
う

１

共
同
企
業
体
協
定
書
の
写
し

２

総
合
評
定
値
通
知
書
の
写
し

３

特
定
建
設
業
の
許
可
通
知
書

４

委
任
状

申
請
書
等
の
提
出
場
所

知
事
が
通
知
し
た
法
第
二
十
七
条

の
（
以
下
「
総
合
評
定
値
」
と
い

こ
と
。

共
同
企
業
体
の
代
表
者
以
外
の

る
こ
と
。

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
の
審

共
同
企
業
体
競
争
入
札
参
加
資

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
の

山
口
県
知

と
。

第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第

所
に
備
え
付
け
て
縦
覧
に
供
す

建
設
事
務
所

宇
部
市
港
町
一

審
査
結
果
の
通
知
方
法

札
参
加
資
格
適
合
通
知
書
又
は

、
山
口
県
宇
部
小
野
田
湾
岸
道

資
格
の
審
査
に
関
す
る
告
示
（

企
業
体
競
争
入
札
参
加
資
格
審

。
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

の
写
し

の
二
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る

う
。
）
の
鋼
橋
上
部
工
事
の
数

者
の
総
合
評
定
値
の
鋼
橋
上
部

査格
審
査
申
請
書
等

審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は

事

二

井

関

成

一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道
路

る
。

丁
目
五
番
七
号

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
非

路
建
設
事
務
所
（
電
話
〇
八
三

平
成
十
七
年
山
口
県
告
示
第
二

査
申
請
書
及
び
次
に
掲
げ
る
書

な
い
。

総
合
評
定
値
の
う
ち
直
近
の
も

値
が
千
二
百
五
十
以
上
で
あ
る

工
事
の
数
値
が
九
百
以
上
で
あ

、
建
設
工
事
に
係
る
一
般
競
争

平
成
十
八
年
三
月
二
十
八

公

（
一
七
八
）
果
樹
農
業
振
興
計

果
樹
農
業
振
興
特
別
措
置
法

の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

の
で
、
そ
の
概
要
を
次
の
と
お

地

名

及

び

番

熊
毛
郡
田
布
施
町
大
字
波
野
字
氏

一
五
の
一
、
二
一
二
七
の
一
七
の

二
一
一
〇
の
一
六
地
先

山
口
県
告
示
第
百
八
十
九
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五

の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
し

そ
の
関
係
図
面
は
、
柳
井
土

平
成
十
八
年
三
月
二
十
八

地

名

及

び

番

岩
国
市
玖
珂
町
字
久
重
山
九
一
七

岩
国
市
玖
珂
町
字
榎
四
九
六
三
の

六
四
の
二
、
四
九
六
六
の
三
及
び

の
四
並
び
に
字
同
道
四
九
七
四
の

七
五
の
二
、
四
九
七
五
の
三
、
四

三
、
四
九
七
六
の
四
及
び
四
九
七

先

日

山
口

告

画
の
公
表

（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
十
五
号

平
成
二
十
七
年
度
を
目
標
年
度
と

り
公
表
し
ま
す
。

山
口

地

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

ノ
下
二
一

一
部
及
び

四
・
〇

六
・
〇

年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二

た
。

木
建
築
事
務
所
に
備
え
付
け
て
縦

日

地

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

の
一

五
・
〇

五
・
四

五
、
四
九

四
九
六
六

三
、
四
九

九
七
六
の

六
の
三
地

四
・
〇

六
・
五

県
知
事

二

井

関

成

。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二

す
る
果
樹
農
業
振
興
計
画
を
定
め

県
知
事

二

井

関

成

長

（
メ
ー
ト
ル
）

道
路
の
敷
地
と
な

る
土
地
の
面
積

（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

六
一
・
六

三
二
五
・
六
六

条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道

覧
に
供
す
る
。 長

（
メ
ー
ト
ル
）

道
路
の
敷
地
と
な

る
土
地
の
面
積

（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

一
一
六
・
四

五
八
六
・
一
三

八
八
・
五

五
三
〇
・
二
八

八

条た 路

公

告



平成

う栽い

年 月 日 火曜日

もキびい
三

果う

山 口 県

ゆす長くうかなぶり

（定期）報

果ういなはせ南

第 号

一
を働

二

ん
し
ゅ
う
み
か
ん
（
マ
ル
チ

培
）

三

よ
か
ん

三

も

ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

わ

ち
じ
く

近
代
的
な
果
樹
園
経
営
の
指
標

樹
の
種
類

成生

ん
し
ゅ
う
み
か
ん

三

ず

だ
い
だ
い

門
ユ
ズ
キ
チ

りめきし

ど

う

ん

ご

樹
の
種
類

平栽

ん
し
ゅ
う
み
か
ん

よ
か
ん

つ
み
か
ん

っ
さ
く

と

み

津

海

果
樹
農
業
の
振
興
に
関
す
る
方
針

法
第
二
条
第
一
項
の
果
樹
農
業
振

定
め
て
産
地
構
造
の
改
革
を
進
め

し
て
地
産
・
地
消
を
核
と
し
た
県

産
地
構
造
の
改
革

地
産
・
地
消
を
核
と
し
た
県
産

果
樹
の
栽
培
面
積
及
び
果
実
の
生

、
〇
〇
〇

、
〇
〇
〇

四
〇

三
〇

四
〇

二
〇

園
一
〇
ア
ー
ル
当
た
り

産
量
（
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

、
〇
〇
〇

三
〇

三
〇

二
〇

九
二
〇

三
〇
〇

二
六
〇

二
四
〇

一
〇
〇

五
〇

成
二
十
七
年
度

培
面
積
目
標
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

九
九
〇

一
二
〇

一
二
〇

三
〇

二
〇
〇

二
〇

興
基
本
方
針
の
内
容
に
即
し
て

る
と
と
も
に
、
消
費
者
、
生
産

産
果
実
の
需
要
拡
大
等
に
積
極

果
実
の
需
要
拡
大

産
の
目
標

二
四
八

一
三
五

二
六
〇

一
六
〇

七
〇

一
六
〇

成
園
一
〇
ア
ー
ル
当
た
り

労
働
時
間
（
時
間
）

一
八
五

一
八
〇

三
〇
〇

一
〇
〇

六
四
〇

五
四
〇

七
五
〇

三
、
八
四
〇

五
五
〇

一
、
〇
〇
〇

平
成
二
十
七
年
度

生
産
目
標
（
ト
ン
）

一
四
、
八
五
〇

一
、
三
二
〇

一
、
三
二
〇

二
一
〇

二
、
〇
〇
〇

二
二
〇

、
産
地
自
ら
が
具
体
的
な
目
標

者
、
流
通
加
工
関
係
者
等
と
協

的
に
取
り
組
む
。

（
一
七
九
）
国
営
農
地
再
編
整

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四

六

果
実
の
加
工
の
合
理
化
に

契
約
取
引
の
促
進
及
び

原
料
の
原
産
地
表
示

七

そ
の
他

食
の
安
心
及
び
安
全
の

多
面
的
機
能
の
発
揮

技
術
及
び
品
種
の
開
発

び
わ
（
ハ
ウ
ス
栽
培
）

い
ち
じ
く

四

生
産
基
盤
整
備
に
関
す
る

農
業
協
同
組
合
の
地
区
を

備
を
総
合
的
に
推
進
す
る
。

五

果
実
の
流
通
の
合
理
化
に

集
出
荷
体
制
及
び
集
出

流
通
販
売
活
動
の
活
性

な
し
（
二
十
世
紀
）

な
し
（
幸
水
）

な
し
（
豊
水
）

ぶ

ど

う

り

ん

ご

も

も

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

び

わ

な
つ
み
か
ん

は
っ
さ
く

中
晩
柑
（
せ
と
み
）

中
晩
柑
（
南
津
海
）

香
酸
か
ん
き
つ

く

り

か

き

備
事
業
（
豊
北
地
区
神
田
口
換
地

年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十

関
す
る
事
項

安
定
供
給

確
保

及
び
普
及

一
、
四
〇
〇

二
、
五
〇
〇

事
項

基
本
に
広
域
濃
密
生
産
団
地
を
設

関
す
る
事
項

荷
貯
蔵
施
設
の
整
備

化

三
、
三
〇
〇

三
、
二
〇
〇

三
、
六
〇
〇

一
、
五
〇
〇

四
、
〇
〇
〇

二
、
〇
〇
〇

二
、
五
〇
〇

一
、
二
〇
〇

四
、
〇
〇
〇

三
、
〇
〇
〇

三
、
〇
〇
〇

二
、
五
〇
〇

一
、
〇
〇
〇

四
〇
〇

二
、
〇
〇
〇

九

区
）
換
地
計
画
書
の
縦
覧

九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

三
二
四

五
三
五

定
し
、
持
続
可
能
な
果
樹
産
地
の

三
六
三

二
七
八

二
八
九

四
八
九

二
五
一

二
〇
六

一
八
四

二
六
〇

一
三
〇

一
三
〇

一
六
二

一
八
七

一
二
七

七
〇

一
八
〇

、 整



平

五
項

成 年 月 日 火曜日

三（
一土

川
西

山 口

国
営

第
四

す
。

一二

（定期）県 報

二三（
一土

第 号

国
営

条
第

ま
す

一

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
縦

平
成
十
八
年
三
月
二
十
九
日
か
ら

縦
覧
の
場
所

山
口
県
農
林
部
農
村
整
備
課

八
一
）
県
営
川
西
地
区
経
営
体
育

地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

地
区
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

農
地
再
編
整
備
事
業
の
施
行
に
係

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八

平
成
十
八
年
三
月
二
十
八
日

縦
覧
に
供
す
る
書
類

国
営
農
地
再
編
整
備
事
業
（
豊
北

縦
覧
の
期
間

縦
覧
の
期
間

平
成
十
八
年
三
月
二
十
九
日
か
ら

縦
覧
の
場
所

山
口
県
農
林
部
農
村
整
備
課

八
〇
）
国
営
農
地
再
編
整
備
事
業

地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

農
地
再
編
整
備
事
業
の
施
行
に
係

四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

。平
成
十
八
年
三
月
二
十
八
日

縦
覧
に
供
す
る
書
類

国
営
農
地
再
編
整
備
事
業
（
豊
北

覧
に
供
し
ま
す
。

同
年
四
月
十
七
日
ま
で

成
基
盤
整
備
事
業
計
画
書
の
縦

第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条

を
行
う
た
め
の
土
地
改
良
事
業

る
豊
北
地
区
寺
川
換
地
区
の
換

十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

山
口
県
知

地
区
寺
川
換
地
区
）
換
地
計
画

同
年
四
月
十
七
日
ま
で

（
豊
北
地
区
寺
川
換
地
区
）
換

第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条

る
豊
北
地
区
神
田
口
換
地
区
の

八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ

山
口
県
知

地
区
神
田
口
換
地
区
）
換
地
計

覧第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営

計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第

地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条

、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま

事

二

井

関

成

書
の
写
し

地
計
画
書
の
縦
覧

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同

り
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し

事

二

井

関

成

画
書
の
写
し

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

県
営
上
り
熊
地
区
経
営
体

（
一
八
三
）
県
営
上
り
熊
地
区

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四

上
り
熊
地
区
経
営
体
育
成
基
盤

第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

平
成
十
八
年
三
月
二
十
八

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

県
営
上
田
中
第
一
地
区
た

二

縦
覧
の
期
間

平
成
十
八
年
三
月
二
十
九

三

縦
覧
の
場
所

山
口
県
農
林
部
農
村
整
備

山
口
県
農
林
部
農
村
整
備

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四

上
田
中
第
一
地
区
た
め
池
等
整

五
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

平
成
十
八
年
三
月
二
十
八

（
一
八
二
）
県
営
上
田
中
第
一

平
成
十
八
年
三
月
二
十
八

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

県
営
川
西
地
区
経
営
体
育

二

縦
覧
の
期
間

平
成
十
八
年
三
月
二
十
九

三

縦
覧
の
場
所

育
成
基
盤
整
備
事
業
計
画
書
の
写

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
計
画

年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十

整
備
事
業
を
行
う
た
め
の
土
地
改

と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

日

山
口

山
口

め
池
等
整
備
事
業
計
画
書
の
写
し

日
か
ら
同
年
四
月
十
七
日
ま
で

課 課年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十

備
事
業
を
行
う
た
め
の
土
地
改
良

お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

日 地
区
た
め
池
等
整
備
事
業
計
画
書

日

山
口

成
基
盤
整
備
事
業
計
画
書
の
写
し

日
か
ら
同
年
四
月
十
七
日
ま
で

し 書
の
縦
覧

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県

良
事
業
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同

県
知
事

二

井

関

成

県
知
事

二

井

関

成

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県

事
業
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条

の
縦
覧

県
知
事

二

井

関

成

一
〇

営条 営第



平成

三

年 月 日 火曜日

第
一

旨
の

一二

山 口 県

二三（
一測

（定期）報

土
県
営

る
同

一

第 号

二三（
一

作
業
の
期
間

平
成
十
八
年
三
月
二
十
日
か
ら
同

項
の
規
定
に
よ
り
、
防
衛
施
設
庁

通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
三
月
二
十
八
日

作
業
の
種
類

公
共
測
量
（
施
設
測
量
）

作
業
の
地
域

下
関
市
吉
見
里
町
二
丁
目

縦
覧
の
期
間

平
成
十
八
年
三
月
二
十
九
日
か
ら

縦
覧
の
場
所

山
口
県
農
林
部
農
村
整
備
課

八
五
）
公
共
測
量
の
実
施

量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百

地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

大
浴
地
区
た
め
池
等
整
備
事
業
の

法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に

平
成
十
八
年
三
月
二
十
八
日

縦
覧
に
供
す
る
書
類

県
営
大
浴
地
区
た
め
池
等
整
備
事

縦
覧
の
期
間

平
成
十
八
年
三
月
二
十
九
日
か
ら

縦
覧
の
場
所

山
口
県
農
林
部
農
村
整
備
課

八
四
）
県
営
大
浴
地
区
た
め
池
等

月
三
十
一
日
ま
で

広
島
防
衛
施
設
局
長
か
ら
次
の

山
口
県
知

同
年
四
月
十
七
日
ま
で

八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お

第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条

事
業
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、

よ
り
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供

山
口
県
知

業
変
更
計
画
書
の
写
し

同
年
四
月
十
七
日
ま
で

整
備
事
業
変
更
計
画
書
の
縦
覧

と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る

事

二

井

関

成

い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す

し
ま
す
。

事

二

井

関

成

ま
で

三

入
札
参
加
資
格

入
札
に
参
加
で
き
る
者
は

そ
の
他

こ
の
工
事
は
、
契
約
締

る
。

二

工
事
概
要
書
及
び
入
札
説

場
所

宇
部
市
港
町
一
丁
目
五

日
時

平
成
十
八
年
三
月
二
十

構

鋼
製
主
塔

工
期

こ
の
入
札
に
よ
り
締
結

月
間

一

入
札
に
付
す
る
事
項

次
に
掲
げ
る
工
事
の
請
負

工
事
名

宇
部
都
市
計
画
道
路
一

部
工
第
一
工
区
）

工
事
場
所

宇
部
市
大
字
小
串
字
沖

工
事
の
概
要

（
一
八
六
）
一
般
競
争
入
札
の

次
の
と
お
り
地
方
公
共
団
体

七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）

平
成
十
八
年
三
月
二
十
八

、
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
の

結
後
に
施
工
方
法
等
の
提
案
を
受

明
書
等
の
配
布

番
七
号

山
口
県
宇
部
小
野
田
湾

八
日
か
ら
同
年
四
月
十
一
日
ま
で

造

す
る
契
約
に
係
る
議
会
の
議
決
の

・
四
・
二
宇
部
湾
岸
線
栄
川
大
橋

ノ
山
か
ら
同
市
大
字
藤
曲
字
昭
和

実
施

の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達

の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
契
約
に
係

日

山
口

一
一

一
般
競
争
入
札
の
参
加
資
格
の
審

け
付
け
る

方
式
の
工
事
で

岸
道
路
建
設
事
務
所

の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十

数

量
一
基

あ
っ
た
日
の
翌
々
日
か
ら
約
五
十

（
仮
称
）
橋
り
ょ
う
整
備
工
事
（

開
作
ま
で
の
間

手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平

る
一
般
競
争
入
札
を
実
施
し
ま
す

県
知
事

二

井

関

成

査 あ分 箇 上 成。



平成 年 月 日 火曜日 山 口 （定期）県 報 第 号

にくる

共
同
企
業
体
の
代
表
者
以
外
の

と
。 監

理
技
術
者
又
は
建
設
業

術
者
」
と
い
う
。
）
と
し

ら
架
設
ま
で
の
工
事
に
従

き
る
こ
と
。
た
だ
し
、
本

構
造
物
を
同
一
の
工
場
に

工
場
内
の
み
に
お
い
て
作

い
。

は
共
同
企
業
体
の
構
成
員
（
出

法
第

て
道

事
し

工
事

お
い

業
を

１

平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
平

業
体
の
構
成
員
（
出
資
比
率
が

の
鋼
橋
上
部
工
事
で
斜
張
橋
、

２

鋼
構
造
物
工
事
業
に
係

和
二
十
四
年
法
律
第
百
号

（
以
下
「
登
録
講
習
」
と

う
。
）
で
、
平
成
七
年
四

る
監

）い
う

月
一

こ
と
。

１

政
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第

２

一
に
掲
げ
る
工
事
（
以
下

で
な
い
こ
と
。

３

平
成
十
八
年
三
月
二
十
八
日

山
口
県
建
設
工
事
等
入
札
参
加

受
け
て
い
な
い
こ
と
。

共
同
企
業
体
の
代
表
者
が
次
に

関
す
る
告
示
（
平
成
十
八
年
山
口

資
格
審
査
に
お
い
て
、
経
営
の
規

と
認
め
ら
れ
る
共
同
企
業
体
で
次

共
同
企
業
体
が
地
方
自
治
法
施

う
。
）
第
百
六
十
七
条
の
四
第
二

争
入
札
に
参
加
さ
せ
な
い
こ
と
と

用
人
又
は
入
札
代
理
人
と
し
て
使

共
同
企
業
体
の
構
成
員
の
い
ず

者
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず

二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す

路
の
鋼
橋
上
部
工
事
で
斜
張

た
経
験
を
有
す
る
者
を
本
工

に
使
用
す
る
鋼
製
主
塔
と
他

て
一
元
的
な
管
理
体
制
の
下

行
っ
て
い
る
期
間
に
つ
い
て

資
比
率
が
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以る橋事のには

成
十
八
年
三
月
二
十
八
日
ま
で

二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る

吊
り
橋
又
は
主
塔
の
製
作
か
ら

理
技
術
者
資
格
者
証
の
交
付

第
二
十
六
条
第
四
項
の
国
土

。
）
を
受
講
し
た
監
理
技
術

日
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
二

を交
通

者十

一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る

「
本
工
事
」
と
い
う
。
）
に
お
い

か
ら
同
年
五
月
十
八
日
ま
で
の

資
格
者
に
係
る
指
名
停
止
等
措

掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該

県
告
示
第
百
八
十
七
号
。
以
下

模
及
び
状
況
を
要
件
と
す
る
一

に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も

行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第

項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し

さ
れ
て
い
る
者
及
び
そ
の
者
を

用
す
る
者
で
な
い
こ
と
。

れ
も
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い

れ
に
も
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ

主
任
技
術
者
（
以
下
「
主
任
技

、
吊
り
橋
又
は
主
塔
の
製
作
か

の
工
事
現
場
に
専
任
で
配
置
で

鋼
橋
上
部
工
事
に
使
用
す
る
鋼

製
作
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該

、
専
任
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な

上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の

の
間
に
元
請
負
人
又
は
共
同
企

も
の
に
限
る
。
）
と
し
て
道
路

架
設
ま
で
を
施
工
し
た
実
績
を

受
け
、
か
つ
、
建
設
業
法
（
昭

大
臣
の
登
録
を
受
け
た
講
習

（
以
下
「
監
理
技
術
者
」
と
い

八
日
ま
で
の
間
に
元
請
負
人
又

者
で
な
い
こ
と
。

て
他
の
共
同
企
業
体
の
構
成
員

間
の
い
ず
れ
の
日
に
お
い
て
も

置
要
領
に
基
づ
く
指
名
停
止
を

当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

「
告
示
」
と
い
う
。
）
に
基
づ

般
競
争
入
札
参
加
資
格
を
有
す

該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

十
六
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い

て
一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競

代
理
人
、
支
配
人
そ
の
他
の
使

ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
で
あ
る

七

入
札
を
執
行
す
る
場
所
及

場
所

る
額
（
そ
の
額
に
一
円
未

額
を
も
っ
て
落
札
価
格
と

当
す
る
金
額
を
入
札
書
に

提
出
場
所

山
口
県
宇
部
小
野
田
湾

受
領
期
限

平
成
十
八
年
五
月
十
七

月
十
八
日
午
前
十
時
）

分
ま
で

３

対
象
者

十
一
の

の
入
札
参

五

契
約
条
項
を
示
す
場
所

山
口
県
宇
部
小
野
田
湾
岸

六

入
札
書
の
記
載
方
法
、
提

記
載
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て

２

日
時

平
成
十
八
年
三
月
二

分
ま
で

配
布
の
場
所
及
び
日
時

１

場
所

山
口
県
宇
部
小
野
田

２

日
時

平
成
十
八
年
四
月
二

１

平
成
七
年
四
月
一
日

業
体
の
構
成
員
（
出
資

路
の
鋼
橋
上
部
工
事
を

２

主
任
技
術
者
を
本
工

四

設
計
図
書
の
縦
覧
及
び
配

縦
覧
の
場
所
及
び
日
時

１

場
所

山
口
県
宇
部
小
野
田

び
日
時

満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
見
積
も

記
載
す
る
こ
と
。

岸
道
路
建
設
事
務
所

日
午
後
四
時
三
十
分
（
入
札
書
を

加
資
格
の
要
件
の
確
認
を
受
け
た

道
路
建
設
事
務
所

出
場
所
及
び
受
領
期
限

は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額

十
八
日
か
ら
同
年
五
月
十
七
日
ま

湾
岸
道
路
建
設
事
務
所

十
四
日
か
ら
同
年
五
月
十
七
日
ま

か
ら
平
成
十
八
年
三
月
二
十
八
日

比
率
が
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で

施
工
し
た
実
績
を
有
し
て
い
る
こ

事
の
工
事
現
場
に
専
任
で
配
置
で

布湾
岸
道
路
建
設
事
務
所

を
切
り
捨
て
る
。
）
を
加
算
し
た

っ
た
契
約
金
額
の
百
五
分
の
百
に

持
参
す
る
場
合
は
、
平
成
十
八
年

者
に
配
布
す
る
。

に
当
該
金
額
の
百
分
の
五
に
相
当

で
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三

で
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三

ま
で
の
間
に
元
請
負
人
又
は
共
同

あ
る
も
の
に
限
る
。
）
と
し
て
、

と
。

き
る
こ
と
。

一
二

金相五 す 十十 企道
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十
き札

十
一

第 号

八九

の
交
付
を
受
け
た
も
の
を
除
く

こ
の
入
札
に
つ
い
て
は
、
行

（
平
成
十
六
年
山
口
県
条
例
第
三

時
三
十
分
ま
で
に
山
口
県
宇
部
小

確
認
結
果
を
記
載
し
た
書
面
を
平

１

同
種
・
同
規
模
工
事
の
施
工

２

監
理
技
術
者
及
び
主
任
技
術

３

共
同
企
業
体
の
構
成
員
及
び

４

総
合
評
定
値
通
知
書
の
写
し

５

特
定
建
設
業
の
許
可
通
知
書

６

監
理
技
術
者
（
平
成
十
六
年

契
約
担
当
者

山
口
県
知
事

二
井

関
成

契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

契
約
書
の
作
成
の
要
否

要入
札
参
加
資
格
の
要
件
の
確
認

請
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
１
、
２

入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
が
し

記
名
押
印
（
署
名
を
慣
習
と
す

及
び

に
掲
げ
る
も
の
の
ほ

落
札
者
の
決
定
方
法

山
口
県
会
計
規
則
（
昭
和
三
十
九

定
め
ら
れ
た
予
定
価
格
の
制
限
の

者
と
す
る
。

そ
の
他

宇
部
市
港
町
一
丁
目
五
番
七
号

日
時

平
成
十
八
年
五
月
十
八
日

午

入
札
保
証
金

免
除
す
る
。

無
効
入
札

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
入
札

。
）
が
登
録
講
習
を
受
講
し
た

政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の

十
二
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規

野
田
湾
岸
道
路
建
設
事
務
所
に

成
十
八
年
四
月
二
十
一
日
ま
で

実
績
に
つ
い
て
記
載
し
た
書
類

者
の
資
格
及
び
工
事
経
験
に
つ

そ
の
出
資
比
率
を
記
載
し
た
書

の
写
し

二
月
二
十
九
日
以
前
に
、
現
に

言
語
及
び
通
貨

に
必
要
な
次
に
掲
げ
る
書
類
（

及
び
６
に
掲
げ
る
書
類
）
を
平

た
入
札

る
外
国
人
に
あ
っ
て
は
、
自
署

か
、
入
札
に
関
す
る
条
件
に
違

年
山
口
県
規
則
第
五
十
四
号
）

範
囲
内
で
最
低
価
格
を
も
っ
て

山
口
県
宇
部
小
野
田
湾
岸
道

前
十
時

は
無
効
と
す
る
。

者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例

定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電

提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、
そ
の

に
発
送
す
る
。

い
て
記
載
し
た
書
類

類有
す
る
監
理
技
術
者
資
格
者
証

告
示
に
基
づ
く
資
格
審
査
を
申

成
十
八
年
四
月
十
一
日
午
後
四

）
の
な
い
入
札

反
し
た
入
札

第
百
五
十
四
条
の
規
定
に
基
づ

有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落

路
建
設
事
務
所
会
議
室

は
、
仕
様
書
に
よ
る
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
山

三
三
四
五
）
に
問
い
合
わ

十
二

に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る

保
険
契
約
を
締
結
し
た
場

契
約
締
結
後
の
技
術
提

契
約
締
結
後
、
当
該
請

に
よ
り
、
設
計
図
書
に
定

金
額
を
低
減
す
る
こ
と
を

に
お
い
て
、
当
該
提
案
を

あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、

子
情
報
処
理
組
織
を
使
用

こ
の
入
札
に
係
る
請
負

を
締
結
し
、
当
該
議
決
を

契
約
保
証
金

契
約
金
額
の
百
分
の
十

金
融
機
関
若
し
く
は
公
共

八
十
四
号
）
第
二
条
第
四

口
県
宇
部
小
野
田
湾
岸
道
路
建
設

せ
る
こ
と
。

。
ま
た
、
工
事
履
行
保
証
契
約
又

合
は
、
契
約
保
証
金
の
納
付
を
免

案負
人
は
、
設
計
図
書
の
変
更
の
案

め
る
工
事
目
的
物
の
機
能
、
性
能

可
能
と
す
る
施
工
方
法
等
の
提
案

適
当
と
認
め
た
と
き
は
、
設
計
図

請
負
代
金
額
の
変
更
を
行
う
も
の

し
て
入
札
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

契
約
に
つ
い
て
は
、
県
議
会
の
議

経
た
後
本
契
約
を
締
結
す
る
。

以
上
の
契
約
保
証
金
を
納
付
す
る

工
事
の
前
払
金
保
証
事
業
に
関
す

項
に
規
定
す
る
保
証
事
業
会
社
の

一
三

事
務
所
（
電
話
〇
八
三
六

二
一

は
県
を
被
保
険
者
と
す
る
履
行
保

除
す
る
。

を
記
載
し
た
書
類
を
提
出
す
る
こ

等
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
請
負

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場

書
を
変
更
す
る
と
と
も
に
、
必
要

と
す
る
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い

で
き
る
。

決
を
要
す
る
た
め
、
落
札
後
仮
契

こ
と
。
た
だ
し
、
国
債
の
提
供
又

る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第

保
証
を
も
っ
て
契
約
保
証
金
の
納

証と代合がて 約は百付
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表
同
部表

よ
う

第 号

山
交

山
口師

木
野
警
察

官
駐
在
所

岩
国
市
柱
野

庄
四
師
、

通
津
警
察
官

駐
在
所

岩
国
市
通
津

岩
国

本
郷
警
察
官

駐
在
所

岩
国
市
本
郷

町
本
郷

岩
国
本
郷

深
須
警
察
官

駐
在
所

岩
国
市
錦
町

須
川

岩
国

宇
佐
郷
警
察

官
駐
在
所

岩
国
市
錦
町

宇
佐
郷

岩
国

小
瀬
警
察
官

駐
在
所

岩
国
市
小
瀬

岩
国

藤
河
警
察
官

駐
在
所

岩
国
市
多
田

岩
国
田
三

北
河
内
警
察

官
駐
在
所

岩
国
市
下

岩
国

鹿
、

南
河
内
警
察

官
駐
在
所

岩
国
市
土
生

岩
国
正
、

岩
国

山
口
県
岩
国
警
察
署
の
部
装
港
交

広
瀬
幹
部
交
番
の
項
を
次
の
よ
う

広
瀬
幹
部
交

番

岩
国
市
錦
町

広
瀬

岩
国
瀬
、

山
口
県
岩
国
警
察
署
の
部
小
瀬
警

に
改
め
る
。

公

安

委

口
県
公
安
委
員
会
告
示
第
十

番
そ
の
他
の
派
出
所
及
び
駐
在
所

県
公
安
委
員
会
告
示
第
六
十
三
号

平
成
十
八
年
三
月
二
十
八
日

丁
目
、
御
庄
五
丁
目
、
持
国
、
大
谷
、

叶
木

市
の
う
ち
長
野
、
通
津

市
の
う
ち
本
郷
町
宇
塚
、
本
郷
町
西
黒

町
本
郷
、
本
郷
町
本
谷

市
の
う
ち
錦
町
深
川
、
錦
町
須
川

市
の
う
ち
錦
町
宇
佐
郷
、
錦
町
大
原
、

市
小
瀬

市
の
う
ち
関
戸
一
丁
目
、
多
田
一
丁
目

丁
目
、
関
戸
、
多
田
、
阿
品
、
田
原

市
の
う
ち
守
内
、
瓦
谷
、
杭
名
、
下

相
ノ
谷

市
の
う
ち
土
生
、
角
、
保
木
、
上
田

入
野
、
大
山
、
廿
木
、
伊
房
、
竹
安

市
の
う
ち
御
庄
一
丁
目
、
御
庄
二
丁
目

山

番
の
項
所
管
区
の
欄
中
「
大
字

に
改
め
る
。

市
の
う
ち
錦
町
野
谷
、
錦
町
広
瀬
、
錦

錦
町
大
野

察
官
駐
在
所
の
項
か
ら
秋
掛
警

員

会

七
号の

名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
に

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

御
庄
、
柱
野
、
六
呂

沢
、
本
郷
町
波
野
、

錦
町
宇
佐

、
多
田
二
丁
目
、
多

、
行
波
、
天
尾
、
二

、
寺
山
、
近
延
、
行

、
御
庄
三
丁
目
、
御

口
県
公
安
委
員
会

柱
島
」
を
「
柱
島
」
に
改
め
、

町
府
谷
、
錦
町
中
ノ

察
官
駐
在
所
の
項
ま
で
を
次
の

関
す
る
告
示
（
昭
和
四
十
一
年

す
る
。

表
山
口
県
柳
井
警
察
署
の
部

「
由
宇
交
番

玖
珂
郡
由
宇

町
南
町
二
丁

目

る
。表

山
口
県
玖
珂
西
警
察
署
の

秋
掛
警
察
官

駐
在
所

岩
国
市
美
和

町
秋
掛

和
木
警
察
官

駐
在
所

玖
珂
郡
和
木

町
和
木
一
丁

目

表
山
口
県
柳
井
警
察
署
の
部

由
宇
交
番

岩
国
市
由
宇

町
南
二
丁
目

河
山
警
察
官

駐
在
所

岩
国
市
美
川

町
小
川

南
桑
警
察
官

駐
在
所

岩
国
市
美
川

町
南
桑

坂
上
警
察
官

駐
在
所

岩
国
市
美
和

町
渋
前

生
見
警
察
官

駐
在
所

岩
国
市
美
和

町
生
見

町
南
三
丁
目
、
由
宇
町
南
四
丁
目
、
由

港
一
丁
目
、
由
宇
町
港
二
丁
目
、
由
宇

央
一
丁
目
、
由
宇
町
中
央
二
丁
目
、
由

中由
宇
町

部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

岩
国
市
の
う
ち
美
和
町
北
中
山
、
美
和

和
木
町

中
柳
井
駅
前
交
番
の
項
の
前
に
次

岩
国
市
の
う
ち
由
宇
町
千
鳥
ヶ
丘
一
丁

丁
目
、
由
宇
町
千
鳥
ヶ
丘
三
丁
目
、
由

町
南
沖
二
丁
目
、
由
宇
町
南
沖
三
丁
目

由
宇
町
由
宇
崎
、
由
宇
町
南
一
丁
目
、

岩
国
市
の
う
ち
美
川
町
添
谷
、
美
川
町

岩
国
市
の
う
ち
美
川
町
南
桑
、
美
川
町

岩
国
市
の
う
ち
美
和
町
長
谷
、
美
和
町

美
和
町
百
合
谷
、
美
和
町
岸
根
、
美
和

ノ
内
、
美
和
町
中
垣
内
、
美
和
町
黒
沢

坂
、
美
和
町
上
駄
床
、
美
和
町
田
ノ
口

西
畑

岩
国
市
の
う
ち
美
和
町
下
畑
、
美
和
町

宇
町
南
五
丁
目
、
由
宇
町

町
港
三
丁
目
、
由
宇
町
中

宇
町
、
由
宇
町
神
東

」
を

町
秋
掛

の
よ
う
に
加
え
る
。

目
、
由
宇
町
千
鳥
ヶ
丘
二

宇
町
南
沖
一
丁
目
、
由
宇

、
由
宇
町
南
沖
四
丁
目
、

由
宇
町
南
二
丁
目
、
由
宇

四
馬
神
、
美
川
町
小
川

根
笠

日
宛
、
美
和
町
大
根
川
、

町
釜
ケ
原
、
美
和
町
瀬
戸

、
美
和
町
滑
、
美
和
町
佐

、
美
和
町
渋
前
、
美
和
町

生
見
、
美
和
町
阿
賀

一
四

削

公

安

委

員

会



平成 年 月 日 火曜日

二三
合

四

山 口 県

労
生
会

一

（定期）報 第 号

山
あ
ら
ゆ
る
形
の
争
議
行
為
を
実
施

労
働
条
件
の
改
善
の
要
求
に
関

増
員
の
要
求
に
関
す
る
件

日
時

平
成
十
八
年
三
月
二
十
九
日
以
降

場
所

下
関
市
立
豊
浦
病
院
又
は
下
関
市

に
所
属
す
る
組
合
員
が
従
事
す
る

概
要

働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年

豊
浦
病
院
労
働
組
合
か
ら
、
次
の

平
成
十
八
年
三
月
二
十
八
日

事
件賃

金
引
上
げ
の
要
求
に
関
す
る

諸
手
当
の
改
善
の
要
求
に
関
す

駐
在
所

町
獺

米
川
警
察
官

駐
在
所

岩
国
町
西

雑

争
議
行
為
の
通
知

口
県

玖
珂
西
警
察

署

玖
珂
交
番

岩
国

町

高
森
南
警
察

官
駐
在
所

岩
国
町
用

祖
生
警
察
官

駐
在
所

岩
国
町
祖

川
越
警
察
官

岩
国

す
る
。

す
る
件

本
問
題
の
解
決
に
至
る
ま
で
の

豊
浦
地
域
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お

全
職
場

法
律
第
二
十
五
号
）
第
三
十
七

と
お
り
争
議
行
為
を
行
う
旨
の

山
口
県
知

件る
件

越

（
字
梅
ノ
木
に
限
る
。
）
、

市
周
東

長
野

岩
国
市
の
う
ち
周
東
町
差

通
、
周
東
町
上
須
通
（
川

く
。
）報

市
玖
珂

岩
国
市
玖
珂
町

市
周
東

田

岩
国
市
の
う
ち
周
東
町
田
尻

周
東
町
用
田

市
周
東

生

岩
国
市
周
東
町
祖
生

市
周
東

岩
国
市
の
う
ち
周
東
町
獺
越期

間
い
て
済
生
会
豊
浦
病
院
労
働
組

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
済

通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

事

二

井

関

成

周
東
町

余
地

川
、
周
東
町
西
長
野
、
周
東
町
下
須

越
警
察
官
駐
在
所
の
所
管
区
を
除

、
周
東
町
中
山
、
周
東
町
上
久
原
、

、
周
東
町
三
瀬
川
、
周
東
町
上
須
通

一
五

雑

報



平
成
十

平
成
十
八
年
三
月
二
十
八
日
印
刷

八
年
三
月
二
十
八
日
発
行

発
行
所

山

口

県

発
行
人

山
口
県
知
庁

定
価
一
箇
月

金
二

事

千
七
百
円
（
送
料
共
）


